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古紙を配合した再生紙

を使用しています

八幡平いにしえの八幡平いにしえの宝宝
（市内にある指定文化財を紹介します）
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所 在 地 西根寺田第２０地割２７番地（江峰山聖福寺）
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指定年月日 昭和４９年７月２０日（旧西根町指定）

白坂観音堂の御物

普段は、施錠され秘仏としていますが、毎年7月17日の例大祭には、一般公開されます。
≪参考文献≫岩手郡誌・西根町史上巻・西根町仏像・宝筐印塔調査報告書、江峰山聖福寺ガイドブック

七面観音立像
しち めん かん のん りゅう ぞう

■寸法／材質 総高50.3㎝、像高42㎝／鉄製

頭頂部の二段に六面の化仏を配し、天衣、
け ぶつ てん ね

条帛をまとい、右手は念じ、左手は蓮華を挿
じょうはく

した宝瓶を持っています。腰裳を身に付け、

蓮華座に直立する御姿は、観音経の七難即滅

を現しています。後頭部・背面は無いことか

ら、かつては大鏡と一体化した『懸仏』だっ
かけぼとけ

たとの言い伝えがあります。

■寸法／材質 直径１０３㎝／銅鉄混合製

外縁部の銘文には、『朱雀院建立寿応山沢両寺延

長８年（西暦929年）８月16日 奉請大檀那種子関白○

○公別当 南嶽院代敬白』と陽刻されており、伝説に

包まれた古代寺院『沢両寺』と明治まで続いた修験道
たくりょうじ

場『南嶽院』のことが刻まれています。
なんがくいん

白坂の
しら さか

大鏡
おお かがみ

白坂の
しら さか

棟札
むな ふだ

■材質 漆塗木製

江戸時代中期に奥州三十三観世音を遍歴した高僧が

奉納したもので、黒塗り板面の上部に『三十一番』と

金泥で陰刻され、中部に御詠歌の『紫の雲を染田の観

世音ただ十念の怠らぬ身を』と彫り込まれています。

奥州三十三観世音の１番は、宮城県名取市の三熊野

社、最後の33番は二戸市浄法寺の天台寺です。


